
1 高年齢者の雇用制度

2 個人事業主の「労働者」性

3 長時間労働の解消に向けて

4 有期労働契約の論点

5 原発労働における労働法

6 パワーハラスメント

7 過労自殺

8 パートタイム労働法の課題

9 外国人の権利に関する比較法学的考察―定住外国人の参政権

10 少年法の改正とその処遇に関する比較法学的考察

11 職務質問と有形力行使

12 行政訴訟に関する比較法学的考察―環境訴訟の原告適格を中心に考える

13 司法制度改革における裁判外紛争解決手続に関する比較法学的考察

14 触法精神障害者の処遇に関する比較法学的考察

15 未決拘禁と代用刑事施設

16 尊厳死・安楽死と患者の自己決定権に関する比較法学的考察

17 会社法上の内部統制システムと大和銀行事件判決

18 名誉毀損に関する総合的研究

19 会社法上における新株発行の無効・差止に関する諸問題

20 会社法における内部統制システム―日本システム技術事件

21 個人情報とプライバシーの関わり―自己情報コントロール権の範囲

22 会社法上の組織再編における労働問題―合併、事業譲渡、会社分割においてどのような労働問題が
あるのか

23 企業と従業員間の情報に関する法律上の近年の新たな諸問題

24 財産分与と離婚慰謝料との関係

25 不動産における所有権移転時期の研究―段階的移転構成について研究する

26 成年後見制度の利用に伴う課題

27 建物と担保責任―建て替え費用相当額の損害賠償における論点

28 子のための面会交流権

29 住民訴訟４号請求における賠償請求権放棄議決の適法性

30 原発労働者の救済

31 スポーツと人権

32 公教育における日の丸・君が代の強制と憲法上の権利

33 子供の人権とは何か―少年法を題材として

34 裁判員制度の検討―市民参加と公正な刑事裁判の実現
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35 天皇が象徴であることについての考察

36 学問の自由の限界―ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律の是非について

37 人工妊娠中絶における女性の自己決定権と胎児の「人権」

38 同性婚と憲法

39 ヴァイマル憲法―議会・内閣・大統領、憲法第４８条を通して

40 死刑囚の処遇

41 足利事件の考察

42 施設内処遇の現状

43 危険運転致死傷罪

44 犯罪被害者支援の在り方

45 協会けんぽ設立による保険者分化の影響と問題点

46 療養病床制度改革の動向と問題点

47 障害児に対する早期療育の取り組みと改善策

48 障害基礎年金における障害認定基準とその運用をめぐる問題点

49 現代日本の健康づくり

50 高齢者の住宅事情と居住の選択

51 特別養護老人ホームにおける待機者問題

52 介護保険制度における要介護認定の問題点

53 保育所の規制緩和と最低基準の問題点

54 国民年金制度の公平な負担と受益への課題

55 高齢者介護・看護における身体拘束の問題

56 ソーシャルメディア活用の動向と有用性

57 障害者雇用における課題とシステム的な要因―茨城県の障害者雇用状況をみて

58 今後の年金制度改革―他国に視野を広げた制度改革

59 消費税とは―その正体から、未来を読み解く

60 日本の農業を考える―消費者としてできること

61 地方銀行の役割とビジネスモデル

62 高齢者就業の可能性

63 出版不況の実態とデジタル時代の到来

64 持続可能な農業―農政の是正と収益性の向上から

65 我が国における零細企業へのマイクロファイナンス適用の可能性

66 原子力発電所と地元住民の結びつき―茨城県東海村の財政・経済から考える

67 若者消費への理解と望み

68 バブルの歴史―過去の教訓から導くこれからのバブルの対処法

69 女性労働者の就業継続支援―地域ごとの分析・提案

70 生物多様性保全への取組み―日本型生物多様性バンキングの可能性

71 カフェの役割―くつろぎの空間と人との交流の場

経済・経営コース



72 今後の国際社会と通貨制度

73 非正規労働者の抱える問題と対策

74 被災地における地域経済・雇用の現状―復興への政策課題

75 高齢社会における労働者と介護―家族と介護と仕事の両立を目指して

76 現役世代における貧困の現状と課題

77 ニート増加の現状と課題 ― ニートの社会復帰へ向けて

78 子どもの貧困の現状と課題―貧困の世代間連鎖とその対策

79 介護労働者の人材不足をめぐる現状と課題

80 オリンパス事件から考える監査の役割

81 環境会計情報の信頼性についての考察

82 企業会計と引当金―その変遷と今後の展望について

83 コンビニ会計とチェーンストア理論から見るコンビニの本部と加盟店の関係性

84 温泉観光の振興―栃木県日光市鬼怒川温泉を考える

85 水戸市の公共交通機関『バス』の現状分析と振興策―茨城交通を研究対象の一つとして

86 ゲーム産業の将来性―新しいゲームのスタイルと今後の発展性

87 「婚活」現象―過去と現在と将来

88 サービスと人間力―人間力は形のない商品サービスを売るうえで差別化の基準となり得るのか

89 日本の医療保険を考える

90 観光を応用した鹿嶋市の将来

91 未曾有の原子力災害はなぜ防げなかったのか―学際的アプローチに基づき考える

92 日本と韓国の就職難―大学生を中心に現在の就職難を比較、問題点を考える

93 原論的視点からみる現代経済

94 日本の財政赤字と社会保障

95 電源三法と交付金制度について

96 生活保護の行き詰まりとその対策

97 公的年金制度における世代間格差の考察

98 東日本大震災からの復興と防災

99 日本の所得再分配政策

100 EC企業の中国進出

101 洋画産業の変容

102 日本の国家破綻

103 損害保険と保険契約に関する考察―自動車保険に焦点を当てて

104 ゲーム理論とは―対立と強調

105 セイバーメトリクスを用いたプロ野球選手の年俸の分析

106 外食企業の経営戦略

107 中世イタリア簿記成立史

108 環境会計―地球環境問題への意識向上から、主に企業で採用されてきている環境会計について、そ
の内容や可能性、課題に触れてみてみる

109 会計リスクマネジメント



110 コーポレート・ファイナンス―企業価値評価及び企業価値向上への意思決定

111 監査人の独立性と粉飾

112 環境管理会計

113 テイクアンドギヴ・ニーズはなぜ急激に失速したのか

114 ホギメディカルはなぜ利益率が高いのか

115 日本で一番儲かるスーパー―なぜサンエーは儲かっているのかイオン琉球、丸久との比較分析

116 なぜエキナカ事業ecute大宮は成功しているのか―エキナカビジネスで成功するためには

117 東京ディズニーリゾートの成功の秘訣

118 アパレル業界の構造変化と消費者の行動変化

119 日本の携帯電話市場の独自性についての一考察

120 スポーツ合宿地の旅館経営に関する一考察―サッカータウン波崎を事例に

121 ソーシャルメディアの特徴、およびビジネスへの活用について

122 日本におけるアウトレットモールの普及のプロセスと今後の課題

123 日本の小規模プロサッカークラブにおける経営安定化に関する一考察―サポーターズトラストによっ
て水戸ホーリーホックの経営安定化を図ることは可能か

124 日本市場における輸入車のポジション―輸入車というブランド

125 日本における音楽視聴の変遷

126 紛争ダイヤモンド・ブラッドダイヤモンド―キンバリー・プロセスは有効か

127 韓国における圧縮型少子高齢化の要因と政策

128 日本における孤独死について

129 フィリピンの児童労働―子どもたちが働く背景

130 中国三農問題に関する一考察―上海周辺部を中心として

131 なぜ沖縄に基地が集中しているのか―戦後における日米の思惑

132 台湾におけるナショナリズムの分析―二つのナショナリズムの「対立」と「融合」という視点から

133 旧ソ連に対する日本の外交政策についての考察―1980年代後半～90年代初頭を中心に

134 外国人単純労働者の実態について

135 日米安全保障体制を考える―日本の抱える問題と今後の政策

136 テレビ放送の公共性と市民―「韓流デモ」を題材に

137 地域通貨から生活の協同を考える―日本の労働者の現状を踏まえて

138 フランスの植民地主義から見るアフリカの低開発―農業分野を題材に

139 住環境に配慮したまちづくりとライト・レール・トランジット（LRT）―従来の地域活性化策からの転換

140 市民を育てる教育

141 ユダヤ系アメリカ人のアイデンティティー―ホロコーストの記憶の政治利用

142 ドイツ統一後の旧東ドイツ女性の労働環境の変化について―マルクス主義フェミニズムの視点から

143 ワーカーズ・コレクティブ―その実状と今後の展望

国際社会コース



144 福井市におけるコンパクトシティ化と協働まちづくり

145 横浜市寿町における日雇い労働者の空間と子どもの空間・地域福祉の視点から

146 新東名高速道路開通に伴う静岡県中山間地域への影響

147 景観資源を活かした地域再生―つくば市北条地区を事例に

148 市民の祭り「水戸黄門まつり」の現状

149 東日本大震災からの復興と観光まちづくり―茨城県北茨城市を事例に

150 フェアトレードは本当にフェアなのか

151 イベント型コミュニティカフェ「花カフェ」の効果に関する研究

152 ルーラルツーリズムにおけるファームハウスの役割に関する一考察―イギリス・コッツウォルズ地域を
事例として

153 湯治文化の変遷と発展―山形県大蔵村・肘折温泉を事例に

154 茨城県北地域におけるグリーン・ツーリズムの展開―古民家レストラン事業を事例に

155 大分県豊後高田市における商店街活性化の取り組みとその意義

156 世界遺産におけるエコツーリズムの影響と今後の可能性―屋久島エコツアーガイドを事例に

157 観光のバリアフリー化における実践的取り組み―伊勢志摩バリアフリーツアーセンターを事例に

158 移住のきっかけと移住者の可能性に関して―茨城県常陸太田市の移住者を事例に

159 茨城県常陸大宮市美和地区における木の駅プロジェクトの成果と課題

160 足利銀行の増資と受皿選定に関する考察―栃木県の動向を中心に

161 若者の飲酒行動を通して見たコミュニケーションの変化

162 日本における女子サッカー―ブームの裏側にある女子サッカーの実態

163 グリーンツーリズムによる地域振興―学校との連携から見える可能性

164 駅機能の複合化に関する研究―水戸駅ビルを事例に

165 「アニメ聖地巡礼型ツーリズム」論

166 プロ野球における地域振興のあり方

167 コンパクトシティとユビキタス社会―ＩＣＴ技術を利用したまちづくり

168 地方自治体における防災対策の現状と課題

169 アートプロジェクトによるまちづくりの可能性

170 生産者と消費者のつながりにみる農産物流通―パーソナルメディアの活用で食の安心・安全を守る

171 障害者と健常者の社会的混住

172 筑波研究学園都市の商業施設の分布について

173 大洗町明神地区における空き家の有効活用―空き家活用でまちづくり

174 霞ヶ浦を利用した観光資源の可能性―かすみがうら市を事例にして

175 環境共生型のライフスタイル―茨城県久慈郡大子町上野宮を対象として

176 水戸ホーリーホックの現状と課題

177 茨城県大子町上野宮蛇穴地区におけるエコミュージアム化の可能性

地域社会・福祉コース



178 地方都市における商店街の在り方―中延商店街を例に

179 障害をもつ人のきょうだいに対する支援のあり方

180 ニートと発達障害―支援のあり方を考える

181 東日本大震災の二次災害―福島原発の食物に対する対応

182 都市部と農村部の限界集落の比較―孤独死の観点から

183 地域振興における大学スポーツの意義―福島大学スポーツユニオンと京たなべ・同志社大学スポー
ツクラブを比較して

184 住民と行政の協働による公共事業についての考察―長野県下伊那郡下條村の建設資材支給事業と
長野県下水内郡栄村を事例として

185 第三セクター鉄道の経営課題に関する考察―IGRいわて銀河鉄道と青い森鉄道を比較して

186 学校運営におけるPTA・保護者の会の有効性についての考察―東京都北区立赤羽岩淵中学校PTA
と東京都杉並区立和田中学校保護者の会の比較を通して

187 化粧品の安全性におけるCSRの意義についての考察―株式会社資生堂と株式会社ちふれ化粧品の
比較を通して

188 道の駅における指定管理者制度についての考察―道の駅はにゅうと道の駅かつらを比較して

189 “聖地巡礼”を活用した観光振興と地域活性化

190 中心市街地活性化の現状と課題

191 ポピュリズム的首長の考察

192 民主党政権における政策形成過程の検証

193 一般廃棄物の処理状況とリサイクル、地域の取り組み

194 東海村と原子力の将来的共生関係に関する考察

195 日本における地熱発電と地域社会に関する考察―箱根温泉地帯を事例に

196 茨城大学生における原子力に対する意識調査

197 バイオマス発電を生かしたまちづくり―常陸大宮市をモデルに

198 風力発電の導入状況と諸制度

199 市民風車の現状とこれからの普及に向けて

200 バイオマスエネルギーの利用と課題―持続可能な社会に向けて

201 障害者福祉におけるスポーツを通したQOLの向上に向けて

202 孤立死ゼロをめざして―「地域」による可能性

203 子どもが自分らしく成長していく社会構築に向けて―子育ての社会化へ

204 望まれる介護の在り方




